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イネもみ枯細菌病菌 Burkholderia　glumaeの oxolmic 　acid 耐性へ の GyrA タン パ

ク質 83番 目の ア ミノ酸残基の 関与と oxolmic 　acid 耐1生株の 生存適応
　 まえだ　　ゆきこ　　　きば　 あ きの り　おお にし　こ うくい ひ きち やすふみ

○ 前田　由紀子 ・木場　章範 ・大西　浩平  曵地　康史

高知大学農学部植物工学研究室 ・＊高知大学遺伝子実験施設

目的 Btirlalz（）klerla　gltimueによっ てひ きおこ されるイネ苗腐敗症 ともみ枯細菌病は、イネ生

産に甚大な被害を及ぼす重要細菌病で ある。
キノ ロ ン 系薬剤 oxolinic 　acid （OA ）は 、 種子処

理 と本 田散布処理に よっ て 、それぞれ苗腐敗症 ともみ枯細菌病に卓効を示すことか ら、近年、

日本各地で使用 されてい る。 使用量の増加に伴い 、 OA 耐 生菌の発生が報告されてい るが、

耐1嬲 冓が未解明であるた めに、OA 耐性菌対策の 開発が遅れて い る。本研究で は、　B．　glionae
圃場分離株の OA 耐性機構を明らかに し、耐1生株の生存適応能につ い て考察する 。

方法と結果 OA 耐ltB．　gltmiae35圃場分離株は、　 OA の 最小 生育阻止濃度 （MIC ）を基に 、

50μ帥皿の中度耐 生株 （MR ） と 100μ91ml以上の高度耐1生株 （HR ）に分別 された。
　OA 感受

性株 Pg−10由来の guA で OA 耐1生株 を形質転換 したとこ ろ、い ずれ も感受化 した 。 騨 の

塩基酉蔽 1懈析の結果、GyrA タンパ ク質の 83 番 目の ア ミノ酸残基 （GyrA83）が感受性株で

は Serで あっ たが、すべ て の MR とHR ではそれぞれ Arg と皿e に変異 してい た 。
　Reccmbinant

PCR ．によ りGyrA83 が Alg と皿e になるように対応する塩基に変異を導入 した変異gUA をマ

ーカーエ ックス チ ェ ン ジに より感受性株ゲノ ムに導入 した ところ、OA の MIC はそれぞれ

50pgiml と IOOpg〆ml となっ た。
　MR ．とHR か ら単離した gynAに GyrA83 が Serになるように

した変異 gnA を MR ．と HR．ゲノム に導入 した とこ ろ、　OA に対 して感受化 した。　in　Vitroに

おい て感受注株か ら得られた MR と HR の うち多くの GyrA83 は、それぞれ A壌 と皿e では

なか っ た 。

考察　グラム 陰性細菌の キ ノ ロ ン 耐1生の要因 として 、 作用音隴 DNA ジャイ レー
ス と薬剤の

膜透過1生の 変異、お よび薬剤排出機構の活1生化が あげられる。DNA ジャイレー
ス につ いて

、

構成タンパ ク質 GyrA にキノ ロ ン耐性に関わる領域 （Quinolone　ReSi　stance 　Deterrnining　Regi　04

QRDR）があると報告されてい る。
　B．　glinnne圃場分離株の OA 耐性とその 程度 は QRDR に

存在す る GyrA83に依存するこ とが明 らか となっ た 。 興味深い こ とに 、 ’η 吻 o 耐性菌の OA

耐1生化は必ず しも GyrA83の みに依存 してい ない こ とが示 された 。 加 励 o 耐1生株の多くは 、

OA 処理イネに感染 した場合の み、イネ体で増殖 し病原性を示すこ とを先に報告 した （Hikichi

e圃 ．1998）。 すなわち、 OA 耐 生株の うち 、
　 GyrA83変異株の み がイネ体における生存適応を

示 し、他の耐 生株は淘汰されると考え られる。GyrA83 に対応する塩 疉 己列の違い を利用 し、

感受性菌、MR お よび HR ．感染イネ種子 を翻 【亅す るた めに開発 した PGSLM −MAMA 　PCR

SySten1（Maeda 　2004ab）を用い て 、
　MR ．とHR ．の 環境適応につ い て解析する予定で ある。
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